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独
の
視
察
団
白
峰
*" 

二1七

ド
イ
ツ
南
部
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
レ

ツ
テ
ン
パ
ッ
ハ
村
の
関
係
者
が
来
日
し
、

七
日
か
ら
白
山
市
白
峰
地
区
を
視
察
す

る
。

こ
れ
に
先
立
っ
て
関
係
者
は
六
日
、

金
沢
大
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
大
学
関
係
者
ら
と

意
見
交
換
し
た。
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レッテンバッハ村の人に白山市白崎地区の取
り組みを紹介する風聡一郎さ

金
大
で
意
見
交
換
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再生エネルギー活用まちづくり
意
見
交
換
に
は
金
沢
、
白
山
両
市
職
員

も
加
わ
り
二
十
五
人
が
参
加
。

白
峰
地
区

の
ま
ち
お
こ
し
に
携
わ
る
同
大
大
学
院
地

域
創
造
学
専
攻

一
年
の
風
聡
一
郎
さ
ん

(ニ
色
が
未
使
用
の
間
伐
材
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
ま
き
に
し
て
利
用
す
る
取
り
組
み
を

紹
介。

「
未
利
用
の
森
林
資
源
を
活
用
し

て
地
域
活
性
化
を
し
た
い
」
と
今
後
の
展

望
を
話
し
た。

レ
ッ
テ
ン
バ
ッ
ハ
村
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

.

フ
ィ
ッ
シ
ャ
!
前
村
長
も
登
壇
し
た

。

人
口
五
百
八
十
人
だ
っ
た
岡
村
は
太
陽
光

な
ど
に
よ
る
発
電
や
ま
き
ボ
イ
ラ
ー
で
の

熱
供
給
に
力
を
入
れ
て
復
興
。

エ
ネ
ル
ギ

ー
を
自
給
自
足
で
き
、
関
連
事
業
で
雇
用

も
創
出
し
、
人
口
は
八
百
三
十
人
ま
で
増

え
た
と
い
う。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
l

氏
は
「ま

き
や
太
陽
な
ど
を
使
う
こ
と
で
村全体
の

収
入
が
上
が
っ
た
」
と
強
調
し
た
。

大
学
関
係
者
ら
は
資
金
繰
り
や
ド
イ
ツ

の
他
地
域
で
の
類
似
例
な
ど
を
質
問

。

フ

ィ
ッ
シ
ャ
l

氏
は
「
自
分
た
ち
が
や
り
た

い
形
で
事
業
を
進
め
る
た
め
助
成
制
度
は

使
わ
な
か
っ
た。
他
で
は
市
民
に
関
心
を

持
つ
人
が
少
な
い
よ
う
だ」と
話
し
た。

東
日
本
大
震
災
以
降
の
日
本
の
地
域
事

情
を
視
察
す
る
目
的
で
ド
イ
ツ
大
使
館
な

ど
が
主
催
し
て
い
る。
(

山
内
晴
信
)


